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(証券コード9193)
2022年６月７日

株 主 各 位
横 浜 市 中 区 山 下 町 ２ 番 地
東 京 汽 船 株 式 会 社
取締役社長 齊 藤 宏 之

第84期定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
さて、当社第84期定時株主総会を下記により開催いたしますので、ご通知申し上げま

す。本株主総会につきましては新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、適切な感
染防止策を実施したうえで開催させていただくことといたしました。
株主の皆様におかれましては、感染拡大の状況をご考慮のうえ、当日ご来場いただく

か、事前に書面により議決権を行使いただくか、ご検討くださいますようお願い申し上
げます。
なお、書面によって議決権を行使する場合は、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご

検討のうえ、同封の議決権行使書用紙に賛否をご表示いただき、2022年６月28日（火曜
日）午後５時30分までに到着するようご返送くださいますようお願い申し上げます。

敬 具記
1. 日 時 2022年６月29日（水曜日）午前10時
2. 場 所 東京都中央区日本橋茅場町３丁目２番10号

鉄鋼会館 ８階
（末尾の会場ご案内図をご参照ください）

3. 目 的 事 項
報 告 事 項 1. 第84期（20212022

年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）事業報告および計算書類の内容の報告の件

2. 第84期（20212022
年
年
４
３
月
月
１
31
日から
日まで）連結計算書類の内容ならびに会計監査人およ

び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件
決 議 事 項
第１号議案 剰余金の処分の件
第２号議案 定款一部変更の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお
願い申し上げます。
◎株主総会参考書類、事業報告、計算書類および連結計算書類に修正が生じた場合は、インターネッ
ト上の当社ウェブサイト（http://www.tokyokisen.co.jp）に掲載させていただきます。
◎本年は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、株主総会終了後の懇親会は開催いたしませ
ん。また、株主総会ご出席者へのおみやげも用意いたしませんので、あらかじめご了承いただきま
すようお願い申し上げます。
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新型コロナウイルス感染拡大防止のための対策について

１．株主総会当日の対応について
・会場入口および会場各所に消毒液を設置いたします。
・役員および株主総会運営スタッフは、全員マスクを着用させていただきます。
・株主様と役員および株主様同士の座席間隔を空けることにより、ソーシャルディスタンスを
保ちます。
・会場に適宜アクリル板を設置し飛沫拡散を防止します。
・会場内の換気を促すため、ドアおよび窓を一定時間開けさせていただきます。
・質疑応答に使用するマイクは適宜消毒して使用いたします。

２．来場される株主の皆様へのお願い
・感染防止の観点から、株主様の座席の間隔を空けるため通常に比べてご用意できる席数が減
少いたします。そのため、当日ご来場いただいても入場をお断りする場合がございますので
あらかじめご了承ください。
・ご来場の株主様はマスク着用およびアルコール消毒液の使用にご協力をお願いいたします。
・ご来場の株主様に対し受付時に検温を実施させていただきます。
・発熱や咳などの症状がある株主様には、入場をお断りさせていただく場合がございますの
で、あらかじめご了承ください。
・体調不良と見受けられる株主様には、運営スタッフがお声掛けをさせていただくことがござ
いますので、あらかじめご了承ください。
・本株主総会ではお土産の配布を中止させていただきます。
・本株主総会終了後の株主懇親会は中止させていただきます。
・開催当日の状況に応じて、株主様の安全に配慮した感染防止のための措置をとらせていただ
く場合がございますので、ご理解のほどお願いいたします。

なお、今後の状況により、株主総会の運営につき大きな変更が生じる場合には当社ホームペ
ージ（http://www.tokyokisen.co.jp）にてお知らせいたします。
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(添付書類)
事 業 報 告

（2021年４月１日から2022年３月31日まで）
1. 株式会社の現況に関する事項
(1) 事業の経過およびその成果

株主の皆様には、平素格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
ここに当社第84期（2021年４月１日から2022年３月31日まで）の事業の経過およびそ

の成果をご報告申し上げます。
当事業年度における日本経済は、製造業においては海外での新型コロナウイルス感染症に

起因する経済活動の制限が緩和され、輸出が増加傾向となったものの、半導体など部品の供
給制約による調達難や資源価格の高騰の影響を受け、秋口以降は景気回復が鈍化いたしまし
た。
他方、非製造業においては新型コロナウイルスの感染拡大が８月をピークに減少に転じ、

緊急事態宣言等の自粛要請が解除された10月以降年末にかけて景気は改善傾向が見られた
ものの、航空・運輸、観光産業や飲食業界においては依然として厳しい経営環境が続いてお
ります。
当社の主たる事業である曳船事業を取り巻く事業環境につきましては、曳船作業対象船舶
の内、コンテナ船入出港数は世界的な港湾機能の混乱で低迷が続いております。横浜川崎地
区で自動車専用船や大型タンカーの入出港数には持ち直し傾向が見られ増収となったものの
本格的な回復までには至りませんでした。横須賀地区では、入出港船舶数に底打ち感は見ら
れたもののコンテナ船の低迷が響き減収となりました。千葉地区では、ＬＮＧ船、大型タン
カーの減少に加え、昨年度に比較的好調であったプロダクトタンカーが減少に転じ減収とな
りました。
このように昨年度に引き続く厳しい事業環境のなかで、当社は総力を挙げて業績向上に努
めました。また、洋上風力発電交通船（CTV）事業で、秋田港・能代港での洋上風車の建設
プロジェクトが始まり大幅な増収となったことが功を奏し、単体の総売上高は前期に比べ
588百万円増加し7,710百万円（前期比8.3％増）となりました。
次に利益面では、原油価格が年初から上昇傾向で推移し、燃料費は192百万円増加いたし
ました。また、洋上風力発電交通船（CTV）の隻数増加で減価償却費が137百万円、用船料
が166百万円増加いたしました。この結果、46百万円の営業損失（前期は72百万円の営業
損失）、92百万円の経常利益（前期比38.0％増）となりました。
特別利益としては、曳船等の売却益（固定資産売却益）286百万円を計上いたしました
が、長引く自粛要請で低迷が続いた旅客船事業子会社2社に関わる貸倒引当金繰入額146百
万円（東京湾フェリー株式会社）と関係会社支援損失引当金繰入額227百万円(株式会社ポ
ートサービス)の特別損失が発生し、82百万円の当期純損失（前期は34百万円の当期純損
失）となりました。
連結決算においては、曳船事業、旅客船事業（横浜港での観光船、久里浜・金谷のカーフ
ェリー部門）、売店・食堂事業の各セグメントで増収となり売上高10,699百万円（前期比
8.2％増）となったものの本格的な回復には至りませんでした。加えて、３セグメントとも
に原油高騰が響き、営業損失590百万円（前期621百万円の営業損失）、経常損失328百万
円（前期340百万円の経常損失）となりました。
親会社株主に帰属する当期純利益は、曳船等を売却し固定資産売却益を計上いたしました

が、旅客船事業（カーフェリー部門）での減損損失や関係会社株式売却損等が発生し、192
百万円の当期純損失（前期は94百万円の当期純損失）となりました。
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(2) 対処すべき課題
当社が曳船事業を営む東京湾における曳船作業対象船舶の入出港数については、2021年
度の第3四半期までは横浜・川崎地区を中心に船舶の入出港数はコロナ禍による落ち込みか
らの回復途上にありましたが、2022年の年初より再び減少傾向となっています。長期的に
はコンテナ船や自動車専用船各社の運航船舶大型化による寄港数削減などを要因として、曳
船作業対象船舶の入出港は趨勢的に低迷していることからコロナ禍以前への回復は厳しい状
況にあります。加えて、燃料油価格が大きく上昇するなど、曳船事業の先行きは依然不透明
な状況にあります。
こうした中で当社は収益性を回復すべく以下のような施策に取り組んでいます。
①曳船事業は、減価償却費や船員費用などの固定費の占める割合が高く設備稼働率に収益
性が大きく影響されるという特徴があるため、設備稼働率を向上させる。そのために全
体の作業件数の増加を目指すとともに、１隻あたりの売上高の改善を重視し、船隊規模
適正化のために減船を行う。
②曳船顧客の理解を得てインフレの状況下での曳船料金適正化を目指す。
③全日本海員組合との曳船運航定員削減交渉を前進させ、定員削減船の隻数を増やすこと
により、コスト低減化を実現する。
④船員の労働市場が逼迫する中、乗組員の高い技能を維持し安全な曳船サービスを安定的
に提供するために、教育訓練を充実させ技能の継承・向上に引き続き取り組む。また、
子会社の観光船については、安全運航システムの施行を徹底化する。
⑤継続的な研究開発により環境負荷が低減されかつ作業効率と安全性の高い最新鋭曳船を
投入する。特に電気推進曳船の2022年末の竣工に向けて建造を進める。
⑥IT高度化とデジタル化を推進し、陸上および海上の各業務プロセスの一体的な効率化と
質的向上を図る。
⑦洋上風力発電交通船（CTV＝Crew Transfer Vessel）運航等の事業については、各地
で計画中の商業プロジェクトに向けて事業開発を進める。その他、既存事業のノウハウ
を活かして国内外における新規事業の開拓に取り組む。また、洋上風力発電向け事業に
おいて、NEDO（国立研究開発法人 新エネルギー・産業技術総合開発機構）の助成金
を得たSOV（サービス・オペレーション・ヴェッセル）等の研究開発プロジェクトを
進めていく。
⑧コロナ禍で業績低迷が続いている旅客船事業に携わるグループ連結子会社2社（㈱ポー
トサービスと東京湾フェリー㈱）を再建する。山下公園の発着所の改修と古い船舶の代
替を進め、収益性の改善に結びつける。導入する船舶は環境負荷が低く、需要に応じた
適正規模で、ローコストのオペレーションが可能となるものとする。
⑨災害やウイルス感染症拡大などによる緊急事態に備え事業継続体制を強化する。
当社は、曳船事業において東京湾全域に亘って、船舶の安全航行をサポートし、海難事故

へ即応することにより海上交通効率化ならびに海洋環境保全への貢献といった公共的役割を
果たしていく所存であります。
株主の皆様におかれましては、なお一層のご支援、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ

ます。
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(3) 設備投資等の状況および資金調達の状況
当期中の設備投資額は、2,558百万円であります。その主なものは、曳船２隻の建造およ

び洋上風力発電交通船(CTV)４隻のリースならびに建造中の曳船１隻であり、所要資金は自
己資金およびリースによって調達しております。

(4) 財産および損益の状況の推移

区 分 2018年度
第81期

2019年度
第82期

2020年度
第83期

2021年度
第84期
（当 期）

売 上 高 8,176百万円 7,851百万円 7,122百万円 7,710百万円
営業利益又は営業損失(△) 689百万円 407百万円 △72百万円 △46百万円
経 常 利 益 975百万円 691百万円 66百万円 92百万円
当期純利益又は当期純損失(△) 807百万円 203百万円 △34百万円 △82百万円
１株当たりの当期純利益又は1株当たりの当期純損失(△) 81円14銭 20円43銭 △3円44銭 △8円33銭
総 資 産 20,997百万円 20,141百万円 20,340百万円 22,368百万円
純 資 産 17,372百万円 17,112百万円 17,158百万円 16,958百万円
１株当たりの純資産額 1,746円51銭 1,720円38銭 1,724円99銭 1,704円86銭

(5) 重要な親会社および子会社の状況
① 親会社との関係
該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況
会 社 名 資 本 金 出資比率 主 な 事 業 内 容

東 京 湾 フ ェ リ ー 株 式 会 社
百万円
100

％
80.0 千葉県金谷／神奈川県久里浜間の一般旅客およ

び自動車航送の定期航路事業

東 港 サ ー ビ ス 株 式 会 社
百万円
25

％
46.2 東京港での曳船事業

株 式 会 社 ポ ー ト サ ー ビ ス
百万円
16

％
48.8 横浜港での観光船、交通船事業

（注） 上記の重要な子会社３社を含む５社が連結子会社であり、持分法適用会社は10社であります。当期の連結売上高は、10,699
百万円、親会社株主に帰属する当期純損失は192百万円であります。

③ 事業年度末日における特定完全子会社の状況
該当事項はありません。
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(6) 主要な事業内容
当社の主たる事業は、大型船舶の海上での安全確保を任務とする曳船事業で、横浜港、川

崎港、千葉港、横須賀港における船舶の安全な離接岸の補助業務（ハーバータグ業務）、浦
賀水道・中の瀬航路における進路警戒業務（エスコートタグ業務）、防災業務、東京湾口で
の水先艇の運航業務等を行っております。

(7) 主要な営業所
本 社 神奈川県横浜市中区
千 葉 支 店 千 葉 県 千 葉 市
横須賀支店 神奈川県横須賀市

(8) 従業員の状況
当期末従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

236名 1名増 40.19才 16.66年

(9) 主要な借入先
借 入 先 借 入 額

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 200 百万円

株 式 会 社 横 浜 銀 行 200 百万円

株 式 会 社 り そ な 銀 行 180 百万円
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2. 会社の株式に関する事項
(1) 発行可能株式総数 40,040,000株
(2) 発行済株式の総数 9,947,018株

（自己株式62,982株を除く。）
(3) 当事業年度末の株主数 1,196名
(4) 大株主（上位10名）

株 主 名 持 株 数 持 株 比 率

齊 藤 昌 哉 1,358,845 株 13.66 ％

株 式 会 社 商 船 三 井 1,112,900 11.19

ビービーエイチ フォー フィデリティー ロープ
ラ イ ス ド ス ト ッ ク フ ァ ン ド 805,230 8.10

共 栄 火 災 海 上 保 険 株 式 会 社 500,000 5.03

京 浜 急 行 電 鉄 株 式 会 社 500,000 5.03

齊 藤 宏 之 372,000 3.74

株 式 会 社 み ず ほ 銀 行 350,000 3.52

東 海 汽 船 株 式 会 社 326,000 3.28

株 式 会 社 横 浜 銀 行 307,000 3.09

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 300,000 3.02

（注）持株比率は、自己株式（62,982株）を控除して計算しております。

3. 会社の新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。
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4. 会社役員に関する事項
(1) 取締役および監査役の氏名等

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況
代表取締役会長 齊 藤 昌 哉
代表取締役社長 齊 藤 宏 之 東海汽船㈱社外取締役
常務取締役 山 﨑 淳 一 営業統括・営業部長
常務取締役 佐 藤 晃 司 経理部長
取締役 沼 井 秀 男 工務部長
取締役 巻 島 康 行 総務部長
取締役 山 﨑 潤 一 東海汽船㈱代表取締役社長
常勤監査役 柿 坪 精 二
監査役 池 田 直 樹 弁護士
監査役 田 中 彰
注１．取締役山﨑潤一氏は、会社法第２条第15号に定める社外取締役であります。
注２．監査役柿坪精二氏、池田直樹氏および田中彰氏は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。
注３．社外取締役山﨑潤一氏については、東京証券取引所規則の定める独立役員として、同取引所に対する届出

を行っております。
注４．監査役柿坪精二氏ならびに田中彰氏は、金融機関在籍時に培われた財務に関する相当程度の知見を有して

おります。
注５．安達直氏は、2021年6月29日開催の第83期定時株主総会終結の時をもって、任期満了により取締役を退

任いたしました。

(2) 役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間

で締結しており、その被保険者の範囲は、当社およびすべての子会社におけるすべての取締
役、監査役であります。
当該保険契約の保険料は全額会社が負担し、填補対象となる保険事故の概要は、会社訴訟、
第三者訴訟、株主代表訴訟等により被保険者が負担することとなった争訟費用および損害賠
償金であります。
なお、被保険者の職務の執行の適正性が損なわれないようにするための措置として、被保
険者が犯罪行為等を認識して行った行為に起因する損害等については、填補対象外としてお
ります。
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(3) 当事業年度に係る取締役および監査役の報酬等
① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
ア．当該方針の決定の方法
当社は、2021年２月10日開催の取締役会において、次項イに記載のとおり取締役の

個人別の報酬等の内容に係る決定方針を定めております。
イ．当該方針の概要
・当社は取締役の報酬を決定するにあたり、透明性、公正性および合理性を確保しま
す。
・当社は取締役の報酬を金銭報酬とします。月例報酬は固定報酬とし、賞与については
原則年２回、会社の業績および事業の遂行状況に応じて支払います。また、取締役の
退任時に退職慰労金を支払います。
・当社は取締役の報酬を適正な範囲内で優秀な経営人材が確保できる水準により支払い
ます。
・当社の企業業績は、当社のコントロール外による要因（船舶の寄港数等）に左右され
る度合いが大きく、取締役の貢献を反映する客観的な指標がないこと、および業務の
公共的性格（曳船による船舶の安全運航サポート）から数値指標と報酬とのリンクは
必ずしも適切な動機付けにはならないと判断し、直接的な業績連動または非金銭等に
よる取締役報酬の付与は行いません。
・取締役の報酬は、会社の財務的な制約の範囲内で個別役員の職位、職責の範囲、会社
経営への貢献度、従業員給与とのバランスおよび一般水準に応じ決定します。
・社外取締役の報酬は固定報酬のみとしています。
・取締役の賞与は、株主総会の決議によりその総額を決定します。
・退職慰労金は、株主総会の承認のうえ、役員退職慰労金規定に定められた役位別の基
準により算出された金額を基礎とし、具体的内容は取締役会が決定します。

ウ．当該事業年度に係る取締役の個人別の報酬等の内容が当該方針に沿うものであると
取締役会が判断した理由

当社においては、株主総会で承認された取締役報酬の限度額の範囲内で、取締役会
から一任された代表取締役社長が前項イに記載の方針に基づき個人別の報酬案を作成
しております。その最終決定にあたり、代表取締役社長が社外取締役から意見聴取す
ることで、プロセスの透明性、公正性が確保されることから、取締役会はその内容が
当該方針に沿うものであると判断しております。
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② 取締役および監査役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
1991年６月27日開催第53期定時株主総会決議において、取締役の報酬限度額を年間

300,000千円以内（員数12名、使用人兼務取締役の使用人給与相当額を除く)、1982
年６月30日開催第44期定時株主総会決議において、監査役の報酬限度額を年間36,000
千円以内（員数3名）と決議しております。

③ 取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項
当社の取締役会は、取締役の個人別報酬・賞与の額の決定を代表取締役社長齊藤宏之

に一任しております。代表取締役社長は代表取締役会長齊藤昌哉と協議し、株主総会で
承認された限度額の範囲内で、取締役の職位、職責の範囲、会社経営への貢献度に応じ
て、社外取締役の意見を聴取のうえ決定します。
当社の取締役会が取締役の個人別報酬・賞与の額の決定を代表取締役社長に一任する
理由は、代表取締役社長が当社全体を統括する立場にあり、各社内取締役の会社への貢
献度を評価するのに最も相応しいと判断しているためであります。

④ 取締役および監査役の報酬等の額
取 締 役 監 査 役 合 計

支給人員 支 給 額 支給人員 支 給 額 支給人員 支 給 額

報 酬 等 ８人 171,458
千円

３人 27,200
千円

11人 198,658
千円

（内社外役員） (１人) (2,500)
千円

(３人) (27,200)
千円

(４人) (29,700)
千円

注１．上記の支給のほか次のとおりのものがあります。
使用人兼務取締役の使用人分給与・賞与総額40,373千円。

注２．上記のほか、2021年６月29日開催の第83期定時株主総会の決議に基づき、当事業年度に退任した取締役
１名に対し14,400千円の退職慰労金を支給しております。（この金額には過年度および当事業年度の事業
報告において取締役の報酬等の総額に含めた役員退職慰労金の繰入額が含まれております。）
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(4) 社外役員に関する事項
① 取締役 山﨑潤一
ア．当社と兼職先との関係

東海汽船株式会社の代表取締役社長であり、同社は当社発行済株式（除、自己株式）
の3.28％を保有しております。
イ．当事業年度における主な活動状況

当事業年度開催の取締役会に5回(全回)出席いたしました。同氏は、旅客船会社の経
営者として、また過去の総務担当取締役としての豊富な経験および専門的な見識により
助言・提言を行うことが期待されております。これらの経験および見識を活かして、当
社の取締役会における意思決定プロセスの適正性を監督し、また、当社子会社における
旅客船事業に係る助言・提言を行っております。

② 監査役 柿坪精二
ア．当社と兼職先との関係
該当事項はありません。

イ．当事業年度における主な活動状況
(ⅰ)取締役会への出席状況および発言状況
当事業年度開催の取締役会に5回（全回）出席し、議案審議等に必要な発言を行っ

ております。
(ⅱ)監査役会への出席状況および発言状況
当事業年度開催の監査役会に8回（全回）出席し、金融機関在籍時に培った財務に

関する相当程度の知見およびその後の総務担当取締役としての経験に基づき、監査業
務全般にわたり意見を表明しております。

③ 監査役 池田直樹
ア．当社と兼職先との関係
該当事項はありません。

イ．当事業年度における主な活動状況
(ⅰ)取締役会への出席状況および発言状況
当事業年度開催の取締役会に5回（全回）出席し、議案審議等に必要な発言を行っ

ております。
(ⅱ)監査役会への出席状況および発言状況
当事業年度開催の監査役会に8回（全回）出席し、弁護士としての専門的見地から

発言を行っております。

2022年05月24日 19時29分 $FOLDER; 12ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類― 12 ―

④ 監査役 田中彰
ア．当社と兼職先との関係
該当事項はありません。

イ．当事業年度における主な活動状況
(ⅰ)取締役会への出席状況および発言状況
当事業年度開催の取締役会に5回（全回）出席し、議案審議等に必要な発言を行っ

ております。
(ⅱ)監査役会への出席状況および発言状況
当事業年度開催の監査役会に8回（全回）出席し、金融機関在籍時に培った財務に

関する知見および業務監査責任者ならびに経営者としての経験に基づき発言を行って
おります。

5. 会計監査人に関する事項
(1) 会計監査人の名称
有限責任 あずさ監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
報酬等の額 31,000千円
当社および当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 31,000千円
(注) 1. 監査役会は、会計監査人が提出した監査計画の妥当性や適切性等を確認し、監査時間および報酬単価といった算出根拠

や算定内容を精査した結果、当該報酬は相当、妥当であることを確認のうえ、報酬等に同意しております。
2. 公認会計士法第２条第１項の監査業務の報酬については、会社法上の会計監査人の監査に対する報酬等の額と金融商品
取引法上の監査に対する報酬等の額とを明確に区分していないため、合計額を記載しております。

(3) 会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の法令違反、会計監査人の適格性・独立性を害する事由の発生等

により、会計監査人が職務を適切に遂行することが困難と認められる場合には、株主総会に
提出する会計監査人の解任または不再任に関する議案の内容を決定いたします。
また監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める事項に該当すると認め

られる場合、監査役全員の同意に基づき会計監査人を解任いたします。
この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会において、会

計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。
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6. 業務の適正を確保するための体制およびその運用状況
（業務の適正を確保するための体制）

当社は、2015年５月22日開催の取締役会において「内部統制システムの整備に関する基
本方針」の一部改訂について決議いたしました。改訂後の内容は以下のとおりであります。

(1) 取締役、使用人の職務の執行が法令および定款に適合することを確保するための体制
・当社は「企業行動憲章」に基づいて行動しています。
・取締役社長は全役職員による法令の遵守を徹底しています。
・総務担当取締役がコンプライアンス担当の役員として、コンプライアンスに係る組織横断
的な社内調査を適宜実行して監査役、外部専門家とも連携をはかりつつ、法令への適合性
のチェックを行っています。
・総務担当取締役は内部監査責任者として、取締役会、取締役社長および経営会議へコンプ
ライアンス状況の報告を適宜行っています。
・内部通報窓口制度を設け、使用人が法令違反行為を直接通報することが可能となっていま
す。
・反社会的勢力に対しては、毅然とした態度で対応し、一切の関係を持たず、不当な要求に
対しては拒絶する施策をとっています。

(2) 取締役の職務の執行に係る情報の保存および管理に関する体制
・各部門担当取締役は業務執行に係る情報を適切に文書化しています。
・総務担当取締役は文書化の履行状況を総括し、取締役会、取締役社長および経営会議によ
る意思決定に係る文書を保存、管理しています。
・取締役および監査役はこれらの文書を常時閲覧できるものとしています。

(3) 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・経営会議は、リスク管理に関する基本方針・体制の整備、各種潜在リスクの特定と担当の
取締役の明確化、リスク状況把握と対応策の決定、リスク対応状況の監視、社内での教育
と啓蒙の実施方針等を定めています。
・各種リスク担当取締役による個別リスクの管理に加え、リスク管理統括の担当取締役は組
織横断的なリスク管理統括を行います。

・各取締役は重要なリスク関連情報を迅速に取締役社長、経営会議、リスク管理統括の担当
取締役に報告し、全社的なリスク対応方針を決定する体制となっています。
・リスクが顕在化した場合は迅速な対処を行い会社への損害を最小化する体制となっていま
す。
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(4) 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・取締役会規則および組織、業務分掌、職務権限についての諸規程により取締役会、取締役
社長又は経営会議、各部門担当取締役の各レベルにおける意思決定の責任と権限が明確化
されています。
・各部門担当取締役は、部門情報の正確かつ迅速な報告を取締役社長又は経営会議に対して
行います。

・各部門担当取締役は、各レベルにおいて決定された事項について組織横断的かつ効率的に
業務執行します。

・各部門担当取締役は報告基準に基づき取締役会、取締役社長又は経営会議へ担当業務執行
状況の報告を行います。

(5) 当社および子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
・当社の担当区分に応じた担当取締役および当該子会社の取締役となっている当社取締役
（以下、子会社担当取締役という）が、当該子会社の取締役および業務を執行する社員の
職務の執行内容を的確に把握するため、関係会社管理規定に子会社から報告を受けるべき
重要な事項を定めるとともに、定期的に報告がなされる体制となっています。
・子会社担当取締役は、当該子会社の経営に重大な影響を及ぼす事項について、取締役会、
取締役社長又は経営会議に報告し、取締役社長又は経営会議は適宜対処のための意思決定
を行います。

・子会社におけるコンプライアンス、リスク管理体制の適正な運営を確保するために、総務
担当取締役が統括を行います。
・子会社担当取締役が、子会社におけるコンプライアンスの状況を確認し、指導、対処を図
ります。
・子会社担当取締役が、子会社における各種リスクに対して、当該子会社の担当者と連携を
密にし、迅速な情報収集、指導、対処を図ります。
・内部監査担当取締役が、当社の内部監査基準に準じて毎年子会社の内部監査を実施しま
す。

(6) 監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関す
る事項および監査役の当該使用人に対する指示の実効性の確保に関する事項
・監査役の職務を補助する組織を総務部としています。
・監査役は必要に応じ適宜補助者を指名し、補助者は情報の収集、報告等の補助業務を監査
役に対して行います。
・監査役から指名を受けた補助者の、監査役の職務の補助に必要な権限は確保されます。
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(7) 前号の使用人の取締役からの独立性に関する事項
・監査役の補助をした者の人事異動、評価、懲戒処分に関しては、監査役は適宜、意見を表
明しこれは尊重されます。
・監査役の補助をした者の補助の内容については人事異動、評価、懲戒処分において判断の
対象とはしません。

(8) 取締役および使用人が監査役に報告をするための体制並びに報告したことを理由として不
利な取扱いを受けないことを確保するための体制
・取締役および使用人は、監査役への報告に関する規程に基づき、以下の事項を含む重要事
項を監査役又は監査役会に報告します。
‐当社および子会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実
‐当社および子会社の取締役の職務執行に関して法令、定款に違反する重大な事実
‐リスク管理に関する重要事実
‐当社および子会社に関する事項で監査役が報告を求めたもの

・使用人の監査役への報告については、人事異動、評価、懲戒処分において判断の対象とは
しません。

(9) その他監査役の監査が実効的に行われることを確保するための体制および監査役の職務の
執行について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
・常勤監査役は取締役会および経営会議、その他の重要な会議に出席し、重要書類の閲覧を
行い取締役の職務執行を監査することができます。
・内部監査制度により、総務担当取締役が内部監査責任者として監査役との連携を保ち監査
効率の向上を図り、内部監査報告書を監査役に提出します。

・監査役は子会社監査役と意見交換を行い、当該子会社の内部監査に立ち会うことができま
す。
・当社は、監査役の職務の執行について生ずる費用を、監査役の求めに応じて支払います。
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（業務の適正を確保するための体制の運用状況）
当事業年度における業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要は以下のとおりで

あります。

(1) 2022年３月期における「財務報告に係る内部統制」の監査および「コンプライアンス
状況」の調査を実施し、内部監査責任者および担当者から2022年５月12日に整備・運
用状況評価結果報告を受け、内部統制上の重要な不備および重要な不正または法令違反
行為がないことを確認いたしました。

(2) 2022年３月期における当社および連結グループの法令等の遵守状況、また各社のリス
ク管理状況につきましては、当社担当取締役が連結グループ各社の取締役会および経営
会議に出席し審議に加わり、必要に応じて経営トップとの意思疎通を図り、以下の報告
を受けております。
・重要な法令等の違反は認められませんでした。
・リスク管理においても適切に把握し迅速な対応策を決定しました。
・社内研修および外部研修を実施し、また、イントラネットや社内通報制度等を通じ
て情報を把握・共有に努めました。
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貸 借 対 照 表
（2022年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部

科 目 金 額
流 動 資 産 10,778,699
現 金 及 び 預 金 8,083,074
海 運 業 未 収 金 1,865,727
立 替 金 39,758
貯 蔵 品 94,796
前 払 費 用 29,106
そ の 他 流 動 資 産 666,711
貸 倒 引 当 金 △474

固 定 資 産 11,589,695
有 形 固 定 資 産 8,470,562
船 舶 6,710,178
建 物 319,933
構 築 物 542,139
車 両 及 び 運 搬 具 0
器 具 及 び 備 品 31,113
土 地 368,800
建 設 仮 勘 定 498,397
無 形 固 定 資 産 103,400
ソ フ ト ウ ェ ア 90,502
電 話 加 入 権 2,905
そ の 他 無 形 固 定 資 産 9,993
投資その他の資産 3,015,732
投 資 有 価 証 券 2,296,996
関 係 会 社 株 式 404,132
関 係 会 社 長 期 貸 付 金 237,108
繰 延 税 金 資 産 12,369
そ の 他 長 期 資 産 336,905
貸 倒 引 当 金 △271,779
資 産 合 計 22,368,395

負 債 の 部
科 目 金 額

流 動 負 債 2,159,130
海 運 業 未 払 金 625,064
短 期 借 入 金 580,000
未 払 金 419,473
未 払 法 人 税 等 94,431
未 払 費 用 13,538
預 り 金 76,519
賞 与 引 当 金 136,257
そ の 他 流 動 負 債 213,845

固 定 負 債 3,250,998
リ ー ス 債 務 1,747,927
退 職 給 付 引 当 金 249,405
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 522,711
特 別 修 繕 引 当 金 352,099
関係会社支援損失引当金 378,854
負 債 合 計 5,410,129

純 資 産 の 部
株 主 資 本 16,760,440
資 本 金 500,500
資 本 剰 余 金 75,357
資 本 準 備 金 75,357
利 益 剰 余 金 16,229,902
利 益 準 備 金 125,125
そ の 他 利 益 剰 余 金 16,104,777
退 職 積 立 金 310,000
配 当 引 当 積 立 金 100,000
貸 倒 準 備 金 120,000
圧 縮 記 帳 積 立 金 681,685
別 途 積 立 金 13,660,000
繰 越 利 益 剰 余 金 1,233,091

自 己 株 式 △45,319
評価・換算差額等 197,825
その他有価証券評価差額金 197,825
純 資 産 合 計 16,958,265
負 債 及 び 純 資 産 合 計 22,368,395
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損 益 計 算 書
（2021年４月１日から2022年３月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

海 運 業 収 益 7,710,906
海 運 業 費 用 6,691,823
海 運 業 利 益 1,019,082

一 般 管 理 費 1,065,384
営 業 損 失 46,301

営 業 外 収 益
受 取 利 息 875
受 取 配 当 金 153,531
受 取 賃 貸 料 19,472
そ の 他 営 業 外 収 益 32,374 206,253

営 業 外 費 用
支 払 利 息 46,219
損 害 賠 償 金 20,000
そ の 他 営 業 外 費 用 1,388 67,608

経 常 利 益 92,343
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 286,781 286,781
特 別 損 失

関係会社支援損失引当金繰入額 227,298
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 146,789 374,087

税 引 前 当 期 純 利 益 5,036
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 97,404
法 人 税 等 調 整 額 △9,530 87,874

当 期 純 損 失 82,837
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株主資本等変動計算書
（2021年４月１日から2022年３月31日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金
資本準備金 利益準備金 その他利益剰余金

2021 年 ４ 月 １ 日 残 高 500,500 75,357 125,125 16,287,085
事 業 年 度 中 の 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △99,470
圧 縮 記 帳 積 立 金 積 立
圧 縮 記 帳 積 立 金 取 崩
当 期 純 損 失 △82,837
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額)
事業年度中の変動額合計 ― ― ― △182,308
2022 年 ３ 月 31 日 残 高 500,500 75,357 125,125 16,104,777

株主資本 評価・換算差額等
純資産合計自己株式 株主資本合計 その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ
損益

2021 年 ４ 月 １ 日 残 高 △45,319 16,942,748 230,955 △15,148 17,158,555
事 業 年 度 中 の 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △99,470 △99,470
圧 縮 記 帳 積 立 金 積 立 ― ―
圧 縮 記 帳 積 立 金 取 崩 ― ―
当 期 純 損 失 △82,837 △82,837
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) ― △33,129 15,148 △17,981
事業年度中の変動額合計 ― △182,308 △33,129 15,148 △200,289
2022 年 ３ 月 31 日 残 高 △45,319 16,760,440 197,825 ― 16,958,265
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(注) その他利益剰余金の内訳 （単位：千円）
退職積立金 配当引当積立金 貸倒準備金 圧縮記帳積立金

2021 年 ４ 月 １ 日 残 高 310,000 100,000 120,000 643,502
事 業 年 度 中 の 変 動 額
剰 余 金 の 配 当
圧 縮 記 帳 積 立 金 積 立 138,044
圧 縮 記 帳 積 立 金 取 崩 △99,861
当 期 純 損 失
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額)
事業年度中の変動額合計 ― ― ― 38,183
2022 年 ３ 月 31 日 残 高 310,000 100,000 120,000 681,685

別 途 積 立 金 繰越利益剰余金 合 計
2021 年 ４ 月 １ 日 残 高 13,660,000 1,453,582 16,287,085
事 業 年 度 中 の 変 動 額
剰 余 金 の 配 当 △99,470 △99,470
圧 縮 記 帳 積 立 金 積 立 △138,044 ―
圧 縮 記 帳 積 立 金 取 崩 99,861 ―
当 期 純 損 失 △82,837 △82,837
株主資本以外の項目の
事業年度中の変動額(純額) ―
事業年度中の変動額合計 ― △220,491 △182,308
2022 年 ３ 月 31 日 残 高 13,660,000 1,233,091 16,104,777
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個 別 注 記 表
(重要な会計方針に係る事項に関する注記)
1. 有価証券の評価基準及び評価方法

満期保有目的の債券………………償却原価法（定額法）
子会社株式及び
関連会社株式………………………移動平均法による原価法
その他有価証券
市場価格のない株式等以外の
もの………………………………時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定）
市場価格のない株式等…………移動平均法による原価法

2. デリバティブ取引の評価基準及び評価方法
時価法

3. 棚卸資産の評価基準及び評価方法
貯蔵品………………………………先入先出法による原価法

(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
4. 固定資産の減価償却の方法

有形固定資産(リース資産を除く)…定率法
なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によってお
ります。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１
日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。

無形固定資産(リース資産を除く)…定額法
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定
額法によっております。

リース資産…………………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取り決めがある場合は残価保証額）
とする定額法を採用しております。

5. 引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金…………売掛金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率による

計算額を、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し回収不能見込
額を計上しております。

役 員 賞 与 引 当 金…………役員の賞与支給に備えるため、当事業年度における支給見込額に基づき計上しております。
賞 与 引 当 金…………従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額に基づき期間対応額を計上しております。
退 職 給 付 引 当 金…………従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額

に基づき計上しております。
退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度までの期間に帰属させる方法に
ついては、給付算定式基準によっております。また、過去勤務費用は、その発生時の従業員
の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法により、発生時から費用処理す
ることとしており、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一
定の年数（５年）による定額法により、翌事業年度から費用処理することとしております。

役員退職慰労引当金…………役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。
特 別 修 繕 引 当 金…………船舶の定期検査費用に充てるため、費用発生見積額の期間対応額を計上しております。
関係会社支援損失引当金…………債務超過関係会社の支援に対する損失に備えるため、当該会社の財政状態等を勘案し、損失

見込額を計上しております。
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6. 収益及び費用の計上基準
当社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充足する通常の時点

（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
・曳船事業については、東京湾内で主に船舶の離着岸をサポートするハーバータグ業務、進路警戒等のエスコート業務、水先人
乗下船用の湾口水先艇運航業務等に係るサービスを提供しており、顧客へのサービスが完了した時点で履行義務を充足すると
判断し、収益を認識しております。

・洋上風力発電向け事業については、洋上風力発電向けの交通船サービスを提供しており、顧客へのサービスが完了した時点で
履行義務を充足すると判断し、収益を認識しております。

いずれの事業においても取引の対価は履行義務を充足してから概ね１年以内に受領しております。

7. その他計算書類作成のための基本となる重要な事項
① 消費税等の会計処理

資産に係る控除対象外消費税及び地方消費税は当事業年度の費用として処理しております。
② 退職給付に係る会計処理の方法

計算書類において、未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用の貸借対照表における取扱いが連結計算書類と異なっ
ております。貸借対照表上、退職給付債務に未認識数理計算上の差異及び未認識過去勤務費用を加減した額から、年金資産の
額を控除した額を退職給付引当金に計上しております。

③ 重要なヘッジ会計の方法
・ヘッジ会計の方法
繰延ヘッジ処理を採用しております。

・ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段：オイルアベレージスワップ
ヘッジ対象：燃料費

・ヘッジ方針
商品（燃料）の市場相場変動等に伴うリスクを回避する目的でデリバティブ取引を行っており、投機目的のデリバティブ取

引は行わない方針であります。
・ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計を比
較し、その変動額の比較によって有効性を評価しております。

④ その他
記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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(会計方針の変更)
・収益認識に関する会計基準等の適用
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当事業年度の
期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額
で収益を認識することとしております。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、当事業年度の
期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当事業年度の期首の繰越利益剰余金に加減し、当該期首残高か
ら新たな会計方針を適用しております。
この結果、当事業年度の損益に与える影響はありません。また、繰越利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

・時価の算定に関する会計基準等の適用
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を当事業年度の
期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２
項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を将来にわたって適用することとしております。
なお、計算書類に与える影響はありません。

(会計上の見積りに関する注記)
会計上の見積りにより当事業年度に係る計算書類にその額を計上した項目であって、翌事業年度に係る計算書類に重要な影響を及

ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
特別修繕引当金 352,099千円
曳船事業で使用する船舶は５年ごとに定期検査を受けることが法令により定められております。この定期検査にかかる費用は、エ

ンジン型式ごとの過去の検査実績を基礎として見積られますが、最長で５年後の費用を見積ることとなり、その間の船舶の使用及び
法令改正等に伴う検査項目の変動や、資材・人件費等の相場変動の影響を受けることになるため、将来の検査費用に関する見積りは
不確実性を伴い、経営者による判断が見積りに重要な影響を及ぼす可能性があります。

(追加情報)
新型コロナウイルス感染症の影響に関しては、引き続き厳しい状況が続いており入出港船舶も本格的な回復には至っておりませ

ん。
当事業年度末時点において入手可能な外部情報等を踏まえ、2022年度も当該影響が一定程度継続するものと仮定したうえで、繰

延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。
連結子会社の旅客船事業においては、徐々に客足は戻りつつありますが、本格的な回復にはかなりの時間を要すると仮定したうえ

で、関係会社の債権等に対する貸倒引当金等の会計上の見積りを行っております。
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(貸借対照表に関する注記)
1. 有形固定資産の減価償却累計額 9,824,230千円
2. 関係会社に対する金銭債権

短 期 金 銭 債 権 282,858千円
3. 関係会社に対する金銭債務

短 期 金 銭 債 務 76,275千円
4. 保証債務
他の会社の銀行借入に対し、債務保証を行っております。
㈱ポートサービス 450,000千円
※Akita OW Service㈱ 276,000 〃
新昌船舶㈱ 230,000 〃
※双葉船舶㈱ 226,947 〃
計 1,182,947千円
※複数の保証人がいる場合の連帯保証等は、自己の負担額を記載しております。

(損益計算書に関する注記)
1. 関係会社との取引高の総額
営業取引による取引高の総額

海 運 業 収 益 286,525千円
海 運 業 費 用 1,322,836千円
一 般 管 理 費 1,305千円

営業取引以外の取引による取引高の総額
営 業 外 収 益 122,670千円
資 産 の 取 引 高 670,000千円

(株主資本等変動計算書に関する注記)
自己株式の種類及び株式数に関する事項

（単位：株）
当事業年度期首
株 式 数

当事業年度
増加株式数

当事業年度
減少株式数

当事業年度末
株 式 数 摘要

自己株式
普通株式 62,982 ― ― 62,982
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(税効果会計に関する注記)
1. 繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳
繰延税金資産
未納事業税 8,778千円
貸倒引当金 82,376 〃
賞与引当金 41,299 〃
賞与引当金に係る社会保険料 6,244 〃
退職給付引当金 272,609 〃
役員退職慰労引当金 158,433 〃
特別修繕引当金 45,978 〃
関係会社支援損失引当金 114,830 〃
ゴルフ会員権評価損 1,841 〃
投資有価証券評価損 63,306 〃
関係会社株式評価損 224,627 〃
その他 3,629 〃

繰延税金資産小計 1,023,956千円
評価性引当額 △646,473 〃
繰延税金資産合計 377,483千円

繰延税金負債
圧縮記帳積立金認定損 △296,482千円
その他有価証券評価差額金 △68,631 〃

繰延税金負債合計 △365,114千円
差引：繰延税金資産の純額 12,369千円
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(関連当事者との取引に関する注記)
子会社及び関連会社等

属性 会社等の名称 議決権等の所有
(被所有)割合

関連当事者
との関係 取引の内容 取引金額 科目 期末残高

子会社 ㈱ポートサービス 直接 48.8％ 役員の兼任 債務保証 450,000千円 ― ―
子会社 浦賀マリーンサービス㈱ 直接100.0％ 役員の兼任 業務委託 ― 海運業未収金 199,997千円
子会社 東亜汽船㈱ 直接100.0％ 従業員の出向 定期用船 730,896千円 ― ―
子会社 東京湾フェリー㈱ 直接 80.0％ 役員の兼任 資金貸付

利息受取
―

600千円
関係会社
長期貸付金 200,000千円

関連会社 Akita OW Service㈱ 直接 23.0％ 役員の兼任 債務保証 276,000千円 ― ―
関連会社 新昌船舶㈱ 直接 60.0% 役員の兼任 債務保証 230,000千円 ― ―

関連会社 双葉船舶㈱ 直接 50.0% 役員の兼任
債務保証 226,947千円 ― ―
船舶の売却
売却益

570,000千円
17,893千円 ― ―

(注) １ 当社は㈱ポートサービスの銀行借入に対し債務保証を行っております。
なお、保証料は受け入れておりません。

２ 取引条件及び取引条件の決定方針等
定期用船料につきましては、一般の取引条件を勘案して決定しております。
なお、浦賀マリーンサービス㈱に対する海運業未収金については、業務委託契約に基づき、同社が当社に代って得意先よ
り取り立て、当社に入金する予定のものであります。

３ 東京湾フェリー㈱の資金貸付につきましては、市場金利を勘案して利率を合理的に決定しております。
４ 関係会社長期貸付金に対して、200,000千円の貸倒引当金を計上しております。また、当事業年度において146,789千円
の貸倒引当金繰入額を特別損失に計上しております。

５ 当社はAkita OW Service㈱の銀行借入に対し債務保証を行っております。
複数の保証人がいる場合の連帯保証等は、自己の負担額を記載しております。
なお、保証料は受け入れておりません。

６ 当社は新昌船舶㈱の銀行借入に対し債務保証を行っております。
保証料につきましては、市場実勢等を勘案して決定しております。

７ 当社は双葉船舶㈱の銀行借入に対し債務保証を行っております。
複数の保証人がいる場合の連帯保証等は、自己の負担額を記載しております。
保証料につきましては、市場実勢等を勘案して決定しております。

８ 船舶の売却につきましては、購入価額等を勘案して交渉のうえ決定しております。

(収益認識に関する注記)
顧客との契約から生じる収益を理解するための基礎となる情報は、「連結注記表 (収益認識に関する注記)」に同一の内容を記載

しているので、注記を省略しております。

(１株当たり情報に関する注記)
1. １株当たり純資産 1,704円86銭
2. １株当たり当期純損失 8円33銭

(重要な後発事象に関する注記)
該当事項はありません。
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連 結 貸 借 対 照 表
（2022年３月31日現在）

（単位：千円）
資 産 の 部

科 目 金 額
流 動 資 産 12,931,454
現 金 及 び 預 金 9,724,182
売 掛 金 2,194,058
棚 卸 資 産 149,153
そ の 他 流 動 資 産 866,569
貸 倒 引 当 金 △2,509

固 定 資 産 15,974,266
有 形 固 定 資 産 10,328,519
建 物 及 び 構 築 物 1,025,684
船 舶 7,504,705
機 械 装 置 及 び 運 搬 具 1,133
器 具 及 び 備 品 41,256
土 地 1,257,341
建 設 仮 勘 定 498,397
無 形 固 定 資 産 105,499
ソ フ ト ウ ェ ア 90,502
電 話 加 入 権 5,003
そ の 他 無 形 固 定 資 産 9,993
投資その他の資産 5,540,248
投 資 有 価 証 券 2,005,150
関 係 会 社 株 式 3,002,446
繰 延 税 金 資 産 135,509
そ の 他 長 期 資 産 478,462
貸 倒 引 当 金 △81,320
資 産 合 計 28,905,720

負 債 の 部
科 目 金 額

流 動 負 債 3,670,120
支 払 手 形 及 び 買 掛 金 1,040,610
短 期 借 入 金 1,345,000
１年以内返済予定の長期借入金 109,244
未 払 法 人 税 等 107,652
未 払 消 費 税 等 21,357
賞 与 引 当 金 212,253
そ の 他 流 動 負 債 834,002

固 定 負 債 4,173,979
長 期 借 入 金 422,500
リ ー ス 債 務 1,770,098
役 員 退 職 慰 労 引 当 金 522,711
特 別 修 繕 引 当 金 426,745
退 職 給 付 に 係 る 負 債 896,046
繰 延 税 金 負 債 135,478
そ の 他 固 定 負 債 400
負 債 合 計 7,844,100

純 資 産 の 部
株 主 資 本 19,845,409
資 本 金 500,500
資 本 剰 余 金 75,357
利 益 剰 余 金 19,314,871
自 己 株 式 △45,319

その他の包括利益累計額 339,375
その他有価証券評価差額金 256,653
為替換算調整勘定 48,107
退職給付に係る調整累計額 34,614
非支配株主持分 876,836
純 資 産 合 計 21,061,620
負 債 純 資 産 合 計 28,905,720
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連 結 損 益 計 算 書
（2021年４月１日から2022年３月31日まで）

（単位：千円）
科 目 金 額

売 上 高 10,699,580
売 上 原 価 9,503,975
売 上 総 利 益 1,195,604

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費
販 売 費 192,493
一 般 管 理 費 1,594,048 1,786,542

営 業 損 失 590,938
営 業 外 収 益

受 取 利 息 304
受 取 配 当 金 57,971
助 成 金 収 入 101,168
持 分 法 に よ る 投 資 利 益 99,849
そ の 他 営 業 外 収 益 87,542 346,837

営 業 外 費 用
支 払 利 息 58,344
損 害 賠 償 金 20,000
そ の 他 営 業 外 費 用 5,827 84,172

経 常 損 失 328,273
特 別 利 益

固 定 資 産 売 却 益 286,781 286,781
特 別 損 失

減 損 損 失 50,984
投 資 有 価 証 券 売 却 損 2,338
関 係 会 社 株 式 売 却 損 15,000 68,323

税 金 等 調 整 前 当 期 純 損 失 109,814
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 114,976
法 人 税 等 調 整 額 △15,443 99,532

当 期 純 損 失 209,347
非支配株主に帰属する当期純損失 16,401
親会社株主に帰属する当期純損失 192,945
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連結株主資本等変動計算書
（2021年４月１日から2022年３月31日まで）

（単位：千円）
株 主 資 本

資 本 金 資本剰余金 利益剰余金 自 己 株 式 株主資本合計
2021 年 ４ 月 １ 日 残 高 500,500 75,357 19,608,350 △45,319 20,138,888
連結会計年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △99,470 △99,470
親 会 社 株 主 に
帰 属 す る 当 期 純 損 失 △192,945 △192,945
持分法適用会社増加に
伴 う 減 少 高 △1,063 △1,063
株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額(純額)

連結会計年度中の変動額合計 ― ― △293,479 ― △293,479
2022 年 ３ 月 31 日 残 高 500,500 75,357 19,314,871 △45,319 19,845,409

その他の包括利益累計額 非支配株主
持 分 純資産合計その他有価証券

評価差額金
繰延ヘッジ
損 益

為替換算
調整勘定

退職給付に係る
調整累計額

その他の包括
利益累計額合計

2021 年 ４ 月 １ 日 残 高 289,737 △15,148 △74,496 40,987 241,080 897,266 21,277,235
連結会計年度中の変動額
剰 余 金 の 配 当 △99,470
親 会 社 株 主 に
帰 属 す る 当 期 純 損 失 △192,945
持分法適用会社増加に
伴 う 減 少 高 △1,063

株主資本以外の項目の
連結会計年度中の変動額(純額) △33,083 15,148 122,603 △6,373 98,295 △20,430 77,865

連結会計年度中の変動額合計 △33,083 15,148 122,603 △6,373 98,295 △20,430 △215,614
2022 年 ３ 月 31 日 残 高 256,653 ― 48,107 34,614 339,375 876,836 21,061,620
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連 結 注 記 表
(連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記)
1. 連結の範囲に関する事項
① 連結子会社の数 ５社

連結子会社：東港サービス㈱、㈱ポートサービス、東京湾フェリー㈱、フェリー興業㈱、東亜汽船㈱
② 主要な非連結子会社の名称等

非連結子会社：㈱横浜貿易ビル、浦賀マリーンサービス㈱、T-KOS㈱
（連結の範囲から除いた理由）
非連結子会社は、いずれも小規模であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に見合う額）及び利益剰余金（持分に

見合う額）等は、いずれも連結計算書類に重要な影響を及ぼしていないためであります。
2. 持分法の適用に関する事項
① 持分法適用の非連結子会社の数 ３社

会社名：㈱横浜貿易ビル、浦賀マリーンサービス㈱、T-KOS㈱
なお、T-KOS㈱については当連結会計年度に新規設立し、持分法適用の非連結子会社に含めております。

② 持分法適用の関連会社数 ７社
会社名：防災特殊曳船㈱、SOUTH CHINA TOWING CO.,LTD.、千代田海事㈱、㈱パシフィックマリンサービス、

宮城マリンサービス㈱、東京シップサービス㈱、Akita OW Service㈱
なお、Akita OW Service㈱については当連結会計年度より重要性が増したため、持分法適用の範囲に含めております。

③ 持分法を適用していない非連結子会社（新昌船舶㈱他１社）及び関連会社（シビル・ポートサービス㈱他３社）は、それぞれ
当期純損益及び利益剰余金等に及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため、持分法の適用範囲から除外し
ております。

3. 会計方針に関する事項
① 重要な資産の評価基準及び評価方法
有価証券
満期保有目的の債券……………償却原価法（定額法）
子会社株式及び
関連会社株式……………………移動平均法による原価法
その他有価証券
市場価格のない株式等以外の
もの……………………………時価法

(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は主として移動平均法により算定）
市場価格のない株式等………主として移動平均法による原価法

デリバティブ取引…………………時価法
棚卸資産……………………………主として先入先出法による原価法

(貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定）
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② 重要な減価償却資産の減価償却の方法
有形固定資産(リース資産を除く)…主として定率法

なお、耐用年数及び残存価額については、法人税法に規定する方法と同一の基準によってお
ります。
ただし、1998年４月１日以降に取得した建物（建物附属設備を除く）並びに2016年４月１
日以降に取得した建物附属設備及び構築物については、定額法によっております。

無形固定資産(リース資産を除く)…定額法
なお、自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定
額法によっております。

リース資産………………………所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産
リース期間を耐用年数とし、残存価額を零（残価保証の取り決めがある場合は残価保証額）
とする定額法を採用しております。

③ 重要な引当金の計上基準
貸 倒 引 当 金……………売掛金等の債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については、貸倒実績率による

計算額を、貸倒懸念債権等特定の債権については、個別に回収可能性を検討し回収不能見込
額を計上しております。

役 員 賞 与 引 当 金……………役員の賞与支給に備えるため、当連結会計年度における支給見込額に基づき計上しておりま
す。

賞 与 引 当 金……………従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額に基づき期間対応額を計上しております。
役員退職慰労引当金……………役員の退職慰労金の支出に備えるため、内規に基づく期末要支給額を計上しております。
特 別 修 繕 引 当 金……………船舶の定期検査費用に充てるため、費用発生見積額の期間対応額を計上しております。

④ 重要な収益及び費用の計上基準
当社及び連結子会社の顧客との契約から生じる収益に関する主要な事業における主な履行義務の内容及び当該履行義務を充

足する通常の時点（収益を認識する通常の時点）は以下のとおりであります。
・曳船事業については、東京湾内で主に船舶の離着岸をサポートするハーバータグ業務、進路警戒等のエスコート業務、水先人
乗下船用の湾口水先艇運航業務等に係るサービスを提供しており、顧客へのサービスが完了した時点で履行義務を充足すると
判断し、収益を認識しております。

・洋上風力発電向け事業については、洋上風力発電向けの交通船サービスを提供しており、顧客へのサービスが完了した時点で
履行義務を充足すると判断し、収益を認識しております。

・旅客船事業のうち、観光船事業では横浜港での観光船運航（飲食サービス含む）及び港湾交通船作業に係るサービスを提供し
ており、顧客へのサービスが完了した時点で履行義務を充足すると判断し、収益を認識しております。また、カーフェリー事
業では久里浜～金谷間の定期航路サービスを提供しており、顧客へのサービスが完了した時点で履行義務を充足すると判断
し、収益を認識しております。
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・売店・食堂事業については、カーフェリー事業に伴う物品販売やレストランでの飲食サービス等を提供しており、顧客に商品
等を引渡した時点で履行義務を充足すると判断し、収益を認識しております。

いずれの事業においても取引の対価は履行義務を充足してから概ね１年以内に受領しております。

4. その他連結計算書類作成のための基本となる重要な事項
① 退職給付に係る会計処理の方法

退職給付に係る負債は、従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における見込額に基づき、退職給付債務から年
金資産の額を控除した額を計上しております。
数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定額法により翌連結会計年

度から費用処理しております。過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（５年）による定
額法により、発生時から費用処理しております。なお、退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当連結会計年度末ま
での期間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

② 重要なヘッジ会計の方法
・ヘッジ会計の方法
繰延ヘッジ処理を採用しております。

・ヘッジ手段とヘッジ対象
ヘッジ手段：オイルアベレージスワップ
ヘッジ対象：燃料費

・ヘッジ方針
商品（燃料）の市場相場変動等に伴うリスクを回避する目的でデリバティブ取引を行っており、投機目的のデリバティブ取

引は行わない方針であります。
・ヘッジ有効性評価の方法

ヘッジ対象の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッシュ・フロー変動の累計を比
較し、その変動額の比較によって有効性を評価しております。

③ 控除対象外消費税等の会計処理
資産に係る控除対象外消費税及び地方消費税は当連結会計年度の費用として処理しております。

④ その他
記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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(会計方針の変更)
・収益認識に関する会計基準等の適用
「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）等を当連結会計年
度の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる
金額で収益を認識することとしております。
収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っており、当連結会計年
度の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当連結会計年度の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残
高から新たな会計方針を適用しております。
この結果、当連結会計年度の損益に与える影響はありません。また、利益剰余金の当期首残高への影響もありません。

・時価の算定に関する会計基準等の適用
「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」という。）等を当連結会計年
度の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44
－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしており
ます。なお、連結計算書類に与える影響はありません。

(会計上の見積りに関する注記)
会計上の見積りにより当連結会計年度に係る連結計算書類にその額を計上した項目であって、翌連結会計年度に係る連結計算書類

に重要な影響を及ぼす可能性があるものは、次のとおりです。
特別修繕引当金 426,745千円
曳船事業で使用する船舶は５年又は６年ごとに定期検査を受けることが法令により定められております。この定期検査にかかる費

用は、エンジン型式ごとの過去の検査実績を基礎として見積られますが、最長で６年後の費用を見積ることとなり、その間の船舶の
使用及び法令改正等に伴う検査項目の変動や、資材・人件費等の相場変動の影響を受けることになるため、将来の検査費用に関する
見積りは不確実性を伴い、経営者による判断が見積りに重要な影響を及ぼす可能性があります。
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(追加情報)
新型コロナウイルス感染症の影響に関しては、当社グループの主力の曳船事業においては、引き続き厳しい状況が続いており入出

港船舶も本格的な回復には至っておりません。
当連結会計年度末時点において入手可能な外部情報等を踏まえ、2022年度も当該影響が一定程度継続するものと仮定したうえで、

繰延税金資産の回収可能性等の会計上の見積りを行っております。
旅客船事業においては、徐々に客足は戻りつつありますが、本格的な回復にはかなりの時間を要するものと思われます。ただし、

旅客船事業に係る重要な会計上の見積り項目はありません。

(連結貸借対照表に関する注記)
1. 有形固定資産の減価償却累計額 16,513,759千円

上記減価償却累計額には、減損損失累計額が含まれております。
2. 国庫補助金の受入による有形固定資産（船舶）の圧縮記帳額 81,158千円
3. 保証債務
連結子会社以外の会社の銀行借入に対し、債務保証を行っております。
※Akita OW Service㈱ 276,000千円
新昌船舶㈱ 230,000 〃
※双葉船舶㈱ 226,947 〃
計 732,947千円

※複数の保証人がいる場合の連帯保証等は、自己の負担額を記載しております。
4. 担保提供資産
担保に供している資産
船 舶 502,126千円
建 物 0 〃
土 地 868,254 〃
計 1,370,380千円

上記に対応する債務
短期借入金 215,000千円
１年以内返済予定の長期借入金 109,244 〃
長期借入金 122,500 〃
計 446,744千円
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(連結損益計算書に関する注記)
１．助成金収入
新型コロナウイルス感染症に係る雇用調整助成金及び持続化給付金等であります。

２. 減損損失
当連結会計年度において、当社グループは、以下の資産について減損損失を計上しております。

用途 種類 場所

旅客船事業 建物及び構築物、器具及び備品、
ソフトウェア

神奈川県横須賀市
千葉県富津市

売店・食堂事業 建物及び構築物 千葉県富津市

当社グループは、会社単位で資産のグルーピングを行っております。旅客船事業におけるカーフェリー部門及びフェリーターミナ
ルを中心とした売店・食堂事業について、新型コロナウイルス感染症等の影響による利用客の大幅な減少により、収益性が著しく低
下したため、固定資産の帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を減損損失(50,984千円)として特別損失に計上しておりま
す。

減損損失の内訳は、下記のとおりです。
旅客船事業 建物及び構築物 389千円、器具及び備品 34,195千円、ソフトウェア 11,599千円
売店・食堂事業 建物及び構築物 4,799千円
なお、当資産グループの回収可能価額は正味売却価額によって算定しており、不動産鑑定評価等により評価しております。

(連結株主資本等変動計算書に関する注記)
1. 発行済株式に関する事項

株式の種類 当連結会計年度期首 増 加 減 少 当連結会計年度末
普通株式（株） 10,010,000 ― ― 10,010,000

2. 剰余金の配当に関する事項
① 配当金支払額

決 議 株式の種類 配当金の総額 １株当たり
配 当 額 基 準 日 効力発生日

2021年６月29日
定時株主総会 普通株式 99,470千円 10.00円 2021年

３月31日
2021年
６月30日

② 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、効力発生日が翌連結会計年度となるもの

決議予定 株式の種類 配当の原資 配当金の総額 １株当たり
配 当 額 基 準 日 効力発生日

2022年６月29日
定時株主総会 普通株式 利益剰余金 99,470千円 10.00円 2022年

３月31日
2022年
６月30日
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(金融商品に関する事項)
1. 金融商品の状況に関する事項
① 金融商品に対する取組方針

当社グループは、余裕資金については比較的期間の短い預金や既発国債等の安全性の高い金融資産で運用し、また、必要な
資金は銀行借入により調達しております。デリバティブ取引は、将来の燃料油価格の上昇による変動リスクを回避し、安定的
な利益を確保することを目的とした原油スワップ取引であり、投機的な取引は行わない方針であります。

② 金融商品の内容及びそのリスク
営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。有価証券及び投資有価証券は、主に満期保有目的及び純

投資目的の債券、事業推進目的等の株式であります。これらは、それぞれ発行体の信用リスク並びに金利、市場価格の変動リ
スクに晒されております。
営業債務である支払手形及び買掛金は、１年以内の支払期日であります。借入金のうち、短期借入金は主に運転資金であ

り、長期借入金及びファイナンス・リース取引に係るリース債務は主に設備投資に係る資金調達であります。変動金利の借入
金は、金利の変動リスクに晒されております。

③ 金融商品に係るリスク管理体制
(1) 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社グループは、営業債権について、営業部門が取引先の状況を定期的にモニタリングし、取引相手ごとに期日及び残高を
管理するとともに、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。満期保有目的の債券は、国債及
び地方債のみを対象としているため、信用リスクは僅少であります。
デリバティブ取引は、取引相手先を高格付を有する金融機関に限定しているため、信用リスクはほとんどないと認識してお

ります。
(2) 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

当社グループは、有価証券及び投資有価証券については、定期的に時価や発行体の財政状態等を把握し、満期保有目的の債
券以外のものについては、保有状況を継続的に見直しております。また、デリバティブ取引の執行・管理については、取引権
限を定めた社内規程に従って行っております。
(3) 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社グループは、複数の金融機関からの借り入れ及びリース、市場環境を考慮した長短の調達バランスの調整などによっ
て、流動性リスクを管理しております。

④ 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明
金融商品の時価の算定には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算定された価額が含まれてお

ります。当該価額の算定においては市場要因を織り込んでいるため、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変
動することもあります。
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2. 金融商品の時価等に関する事項
2022年３月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

（単位：千円）
連結貸借対照表計上額 時 価 差 額

(1)投資有価証券
①満期保有目的の債券 60,000 59,514 △486
②その他有価証券 1,398,185 1,398,185 ―

資産計 1,458,185 1,457,699 △486
(1)長期借入金(※2) 531,744 523,661 △8,082
(2)リース債務(※3、4) 1,922,360 1,915,513 △6,846

負債計 2,454,104 2,439,174 △14,929
（※1）「現金及び預金」「売掛金」「支払手形及び買掛金」「短期借入金」については、現金であること、及び短期間で決済されるた

め時価が帳簿価額に近似するものであることから、記載を省略しております。
（※2）１年以内返済予定の長期借入金は、長期借入金に含めております。
（※3）１年以内返済予定のリース債務は、リース債務に含めております。また、連結貸借対照表では、流動負債の「その他流動負債」

に含めて表示しております。
（※4）利息相当額を控除しない方法によっているリース債務43,589千円は含めておりません。

(注) 市場価格のない株式等（連結貸借対照表計上額3,549,410千円）は時価開示対象には含めておりません。

３．金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項
金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の３つのレベルに分類しております。
レベル１の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、活発な市場において形成される当該時価の算定の対象となる資

産又は負債に関する相場価格により算定した時価
レベル２の時価：観察可能な時価の算定に係るインプットのうち、レベル１のインプット以外の時価の算定に係るインプットを用

いて算定した時価
レベル３の時価：観察できない時価の算定に係るインプットを使用して算定した時価
時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのう

ち、時価の算定における優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

① 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
その他有価証券
株式 1,398,185 ― ― 1,398,185

資産計 1,398,185 ― ― 1,398,185

2022年05月24日 19時29分 $FOLDER; 38ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告
書

株
主
総
会
参
考
書
類― 38 ―

② 時価で連結貸借対照表に計上している金融商品以外の金融商品
（単位：千円）

区分
時価

レベル１ レベル２ レベル３ 合計
投資有価証券
満期保有目的の債券
国債・地方債等 ― 59,514 ― 59,514

資産計 ― 59,514 ― 59,514
長期借入金 ― 523,661 ― 523,661
リース債務 ― 1,915,513 ― 1,915,513

負債計 ― 2,439,174 ― 2,439,174

(注) 時価の算定に用いた評価技法及び時価の算定に係るインプットの説明
投資有価証券
上場株式、国債・地方債は相場価格を用いて評価しております。上場株式は活発な市場で取引されているため、その時価をレベ
ル１の時価に分類しております。一方で当社が保有している地方債は、市場での取引頻度が低く、活発な市場における相場価格
とは認められないため、その時価をレベル２の時価に分類しております。
長期借入金、リース債務
これらの時価については、元利金の合計額を新規に同様に借入又はリース取引を行った場合に想定される利率で割り引いた現在
価値により算定しており、レベル２の時価に分類しております。なお、一部リース債務の時価は、リース実行日と決算期末日が
近似しているため、当該帳簿価額によっております。
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(収益認識に関する注記)
１．顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）
報告セグメント

合計
曳船事業 旅客船事業 売店・食堂事業

曳船事業 7,877,853 ― ― 7,877,853
洋上風力発電向け事業 677,918 ― ― 677,918
観光船事業 ― 348,755 ― 348,755
交通船事業 ― 530,073 ― 530,073
カーフェリー事業 ― 727,163 ― 727,163
売店・食堂事業 ― ― 444,976 444,976
その他 92,838 ― ― 92,838
顧客との契約から生じる収益 8,648,611 1,605,991 444,976 10,699,580
外部顧客への売上高 8,648,611 1,605,991 444,976 10,699,580
（注）売上高の数値は連結消去後のものになります。

２．収益を理解するための基礎となる情報
収益を理解するための基礎となる情報は「連結計算書類作成のための基本となる重要な事項に関する注記 3. 会計方針に関する

事項 ④重要な収益及び費用の計上基準」に記載の通りであります。

(１株当たり情報に関する注記)
1. １株当たり純資産額 2,029円23銭
2. １株当たり当期純損失 19円40銭

(重要な後発事象に関する注記)
該当事項はありません。
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会計監査人の監査報告書 謄本
独立監査人の監査報告書

2022年５月13日
東京汽船株式会社
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
横浜事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古山和則
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 関根義明

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、東京汽船株式会社の2021年４月１日から

2022年３月31日までの第84期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠

して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法
人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその
他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手し
たと判断している。
その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し
開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は
その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その

他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。
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計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作

成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する

ことにある。
計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要

な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。

・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が
認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告
書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記
事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人
の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継
続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書
類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し

た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守

したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減
するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書 謄本
独立監査人の監査報告書

2022年５月13日
東京汽船株式会社
取締役会 御中

有限責任 あずさ監査法人
横浜事務所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 古山和則
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 関根義明

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、東京汽船株式会社の2021年４月１日から2022年

３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、東京汽船株式会社及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益
の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。
監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監
査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な
監査証拠を入手したと判断している。
その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運
用における取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ

の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注
意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

2022年05月24日 19時29分 $FOLDER; 43ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 43 ―

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視する

ことにある。
連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応し
た監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基
礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統
制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積り
の合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性
が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報
告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類
の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。
監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企
業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連
結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な
監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任がある。
監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別し

た内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項に
ついて報告を行う。
監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守

したこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減
するためにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。
利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。
以 上
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監査役会の監査報告書 謄本

監 査 報 告 書
当監査役会は、2021年４月1日から2022年３月31日までの第84期事業年度の取締役の職務の執行に関して、各監査役が作

成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下の通り報告いたします。
1. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
(1) 監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を受けるほか、取
締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。
(2) 各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締役、内部監査部門
その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとともに、以下の方法で監査を実施しま
した。
① 取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じ
て説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査いたしました。
また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事
業の報告を受けました。

② 事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他株式会社
及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び
第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）
について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、
意見を表明いたしました。

③ 会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、会計監査人か
らその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計監査人から「職務の遂行が適
正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」
（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。
以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算書、株主資本

等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。
2. 監査の結果
(1) 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められません。
③ 内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システムに関する事業
報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

(2) 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

(3) 連結計算書類の監査結果
会計監査人 有限責任あずさ監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。
2022年５月17日

東京汽船株式会社 監 査 役 会
常勤監査役 柿 坪 精 二 ㊞
監 査 役 池 田 直 樹 ㊞
監 査 役 田 中 彰 ㊞

(注) 監査役３名は、会社法第２条第16号に定める社外監査役であります。

以 上
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株主総会参考書類

議案および参考事項
第１号議案 剰余金の処分の件
剰余金の処分につきましては、以下のとおりといたしたいと存じます。
期末配当に関する事項
当社の配当につきましては、個別業績に応じかつ継続可能な配当を実施していくこと

を基本方針としております。この方針に沿い、また、今後新規事業や子会社関連の資金
需要が発生することに鑑み、当期の期末配当は次のとおりといたしたいと存じます。
(1) 配当財産の種類
金銭

(2) 株主に対する配当財産の割当てに関する事項およびその総額
当社普通株式１株につき金10円、総額99,470,180円

(3) 剰余金の配当が効力を生じる日
2022年６月30日
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第２号議案 定款一部変更の件
1. 提案の理由
（1）今後の事業内容の多様化に対応するため、現行定款第２条（目的）につきまして事
業目的を追加し、また、現在実施していない事業目的の削除を行うものであります。

（2）「会社法の一部を改正する法律」（令和元年法律第70号）附則第１条ただし書きに規
定する株主総会資料の電子提供制度の施行日が2022年９月１日とされたことに伴い、
株主総会参考書類等の内容である情報について電子提供措置をとる旨および書面交付
請求をした株主に交付する書面に記載する事項の範囲を限定することができる旨を設
けるものであります。
また、これらの変更に伴う効力発生日等に関する附則を設けるものであります。

2. 変更の内容
変更の内容は、次のとおりであります。

（下線は変更部分を示します。）
現 行 定 款 変 更 案

第１章 総 則 第１章 総 則

第１条（条文省略） 第１条（現行どおり）

（目的）
第２条 当会社は、次の事業を営むことを目的とす

る。
（1）曳船業
（2）海上運送事業
（3）船舶の売買業
（4）港湾運送事業

（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）
（新設）

（5）自動車運送事業
（6）観光事業
（7）損害保険代理店業務
（8）前各号に付帯する一切の事業

（目的）
第２条 当会社は、次の事業を営むことを目的とす

る。
（1）曳船業
（2）海上運送事業
（3）船舶の売買業
（4）港湾運送事業
（5）交通船事業
（6）海洋再生可能エネルギー向け各種事業
（7）オフショア作業船事業
（8）船舶管理業
（9）船員派遣事業
（10）海事コンサルティング業
（11）自動車運送事業
（12）観光事業

（削除）
（13）前各号に付帯する一切の事業
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現 行 定 款 変 更 案

第３条～第16条 （条文省略） 第３条～第16条 （現行どおり）

（新設） （電子提供措置等）
第17条 当会社は、株主総会の招集に際し、株主総

会参考書類等の内容である情報について、
電子提供措置をとるものとする。

２ 当会社は、電子提供措置をとる事項のうち
法務省令で定めるものの全部または一部に
ついて、議決権の基準日までに書面交付請
求した株主に対して交付する書面に記載し
ないことができる。

第17条～第47条 （条文省略） 第18条～第48条 （現行どおり）

（新設） （附則）
１．定款第17条（電子提供措置等）の新設は、2022
年９月１日から効力を生ずるものとする。

２．前項の規定にかかわらず、2023年２月末日まで
の日を株主総会の日とする株主総会については、
なお従前の例による。

３．本附則は、2023年３月１日にこれを削除する。

以 上
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〈メ モ 欄〉

2022年05月24日 19時29分 $FOLDER; 49ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



― 49 ―

〈メ モ 欄〉

2022年05月24日 19時29分 $FOLDER; 50ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



鉄鋼ビルディング

LABI東京

丸 の 内

東 京 駅

八重洲口

外堀通り

日本橋

日本橋

高 速 道 路

中央通り

髙島屋

歩道橋

COREDO日本橋

八
重
洲
通
り

永
代
通
り

八
重
洲
さ
く
ら
通
り

東
京
メ
ト
ロ
東
西
線

東京メトロ銀座線

都営浅草線 昭和通り

平成通り
大垣
共立銀行

PMO

花王 LAWSON

LAWSON

Tomod’s Ａ５番出口２
番
出
口
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鉄鋼会館

新大橋通り東京メトロ日比谷線

(江戸橋一丁目交差点)

(兜町駐車場入口)

(室町ランプ入口)
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茅
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株主総会会場ご案内図

・東京メトロ東西線「茅場町駅」下車、12番出口（日本橋消防署方面）徒歩約５分
・東京メトロ日比谷線「茅場町駅」下車、2番出口（八丁堀方面）徒歩約５分
・東京メトロ日比谷線「八丁堀駅」下車、A5番出口（八丁堀交差点方面）徒歩約５分
・JR「東京駅」下車、八重洲中央口または北口徒歩15分

鉄鋼会館所在地
東京都中央区日本橋茅場町３丁目２番10号
電話 ０１２０－４０４８５５
携帯電話から ０３－３６６９－４８５５
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